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昭 和 1 8 年 松 円  1 日
昭 手 吃 0 年 1 1 月 3 0 Π
昭 和 2 1 午 2 月
゛ 、 ゛ 榔
九 州 帝 国 大 学 法 文 学 部 法 1 ・ 仁 学 科 卒 業
九 州 大 学 大 学 院 法 文 学 部 ( 特 努 Ⅲ 引 ・ 究 4 D
同
_ ヒ
法 学 陣 士 の 学 位 授 ぢ '
昭 和 2 1 年 9  打
昭 和 2 3 年 5 打
昭 和 2 1 年 4 月
昭 和 2 1 年 5 月
昭 和 2 7 年 4 月
I U 拝 Π 2 8 午  5  打
昭 和 2 8 年 8 月
辨 杯 Π 3 1 年 1 月
昭 和 3 1 年 1 月
昭 和 3 1 午 ↓ 打
昭 和 3 ↓ 年 Ⅱ 打
昭 和 3 6 年 」 月
昭 和 3 6 年 、 1 月
昭 和 3 7 年 1 月
二 等 兵 学 徒 1 1 _ 1 帥 ニ ヨ リ 野 戦 重 抱 丘 第 八 迎 隊 = 入 隊
複 員
九 州 帝 凶 大 学 法 文 学 部 法 科 二 於 テ 不 皷 武 夫 教 授 ノ
下 二 学 術 研 究 会 委 嘱 川 或 後 経 済 芋 犯 ノ 訓 究 」 ノ 仙
究 補 助 ヲ ナ ス
同 上 研 究 補 助 員 ヲ 詐 ス
公 職 適 格 硫 認 四 9 8 7 号 )
教 員 適 格 密 査 適 格 判 定
九 州 大 学 助 教 授 に 柿 す る 法 文 学 部 勤 務 を 命 ず る
配 絖 換 北 海 道 大 学 法 経 学 部 助 教 授
札 叫 矯 Π 醗 禦 茎 受 刷 者 分 類 恊 議 会 委 員 を 委 嘱 す る
法 学 剖 H こ 配 I N 喚 す る
北 河 道 大 学 散 授  q 公 学 部 ) に 外 任 さ せ る
刑 法 附 座 担 任 を 命 ず る
日 木 刑 法 学 会 理 小 : ( 一 現 在 )
北 而 道 地 方 労 勵 妥 員 会 委 員 ( - 3 6 年 3 月 )
東 北 大 学 教 授 法 学 部 に 配 識 煥 す る
刑 法 講 座 担 任 を 命 ず る
司 法 試 験 ( 第 二 次 試 験 ) ぢ 査 、 委 員 ( 一 打 年 1 2 月 ,
、 1 9 年 1  打 一 5 0 年 1 2 刀 , 認 年 1  打 一 5 6 年 1 2 打 )
東 北 大 学 評 議 員 ( - 3 9 年 Ⅱ 月 )
宮 城 県 地 方 労 働 枩 貝 会 公 益 妥 貝 ( - 5 1 年 3 打 )
法 制 審 議 会 幹 小 ' ( - 1 5 年 1 打 )
' 宮 城 県 麻 薬 中 心 審 在 会 委 員 ( 一 ↓ 0 年 9 打 )
入 学
前 期 修 了
昭 和 3 7 年 1 2 円
昭 和 3 8 年 5  打
昭 和 3 8 年 7  村
昭 和 3 8 年 1 0 打
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昭和39年3月
昭和↓1年3 打
昭和松年10月
昭和帰年5月
昭和蛎年]打
昭和45年7 打
昭和、17年1 打
1瑶和打年3打
矯正審議会(仙台地方矯正審議部会)委員
(一ι3年3月)
学術奨励審議会委貝(一松年5jD
矯正保護審議会専門委員に併任する
学術審議会専門委員(-43年12月)
法制密議会刑*法特別部会委貝(-W年ljD
法制審議会少年法部会委員(一現在)
日木学術会議会員(全則区)(-53年1月)
イギリス・フラソス・西ドイツ・アメリカ等在外
研究(ー.17年6月)
法制審議会刑蛎法部会委貝(一現在)
東北大学法学部長(-51年3jD,東北大学評議員
(-51年3月)
央北大学大学院法学砺究科長(-51年3打)
矯正保護審議会委員(一訟年10打)
学術審議会専門委員 q斗学研究費分科会)
(-56年1月)
仙台家庭救判所委員会委員(一現在)
東北大学教授停年退官
昭和48年5 河
昭和、19年↓打
昭和↓9年'1月
川拝Π50年3 打
昭和51年2 打
昭和57年1月
昭和59年'1月 I H
(賞罰)
昭和30年5月2 Π
昭和58年11月3 H
气
務大
研究論文「近代刑法の原初形態』に対しH本刑法
学会より昭和29年度草野賞を受賞した。
紫綬褒章を受章した。
同
部大
北大学
務大
文部大臣
仙台家庭裁判所長
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昭和創年
1
昭和33年
昭和34年
昭和財年
昭和46年
昭和50年
昭和54年
昭和56年
昭和58年
著 書
正当防衛(総合判例研究叢i【1刑法①)
不法領得.の意思(総合判例研究叢書刑法⑩)
労働刑法(法律学全集)
刑法総論(現代法律学全集)
刑法の基礎理論(B田双lrD
労働刑法総論,新版(法律学全集)
犯罪論の基木思想
刑法総論,新版(現代法律学全集)
、近代刑法思想史序説
作 目 録
(昭和58年12月]日現在)
1
昭和41年
昭和47年
昭和48年
昭和57年
Ⅱ著
有斐開
有斐鬨
有斐閣
青林書院新社
Π本評論社
有斐閣
書(編著)
休系刑法出典(翫著)
刑罰の理論と現実(銅著)
刑法各論判例ハソドブック(編著)
洗釈特別刑法第二巻準刑法編(綸)
注釈特別刑法第六巻1交通法・通信法細(縮)
注釈特別刑法第六巻11交通法・通信法細(粛め
注釈特別刑法第三巻逃挙法・外事法綿(制D昭和58年
有斐開
青林書院新社
有斐閣
青林書院新礼
岩波書店
Π本評論社
立花書房
立1花iじ房
立花書房
立花轡房
?
2昭 和 2 7 年
昭 和 2 9 年
昭 和 3 0 年
1 Π
文 ( 単 行 本 )
刑 の 數 行 ' 猶 予 刑 事 法 誰 座 第 三 巻
刑 の 散 行 猶 予 「 追 補 」 刑 事 法 講 座 第 三 巻
封 建 制 社 会 に お け る 刑 法
滝 川 先 生 還 暦 記 念 , 現 代 刑 法 学 の 課 題 ( 」 、 )
人 的 処 罰 剛 却 事 由 な ど 法 律 学 演 習 講 座 「 刑 法 」
不 能 犯 刑 法 演 習 ( 総 論 )
リ ス ト 刑 法 学 入 門
刑 法 総 論 上 ・ 下 , 刑 法 各 論 ( 青 林 書 院 新 社 ) に 共 同 執 筆
イ ギ リ フ 、 に お け る 保 安 処 分 の 研 究
公 務 快 行 妨 筈 罪 に お け る 職 務 行 為 の 適 法 性
木 村 博 士 還 暦 祝 賀 , 刑 事 法 学 の J ' 本 問 題 ( 下 )
威 力 業 務 妨 筈 罪 に お け る 「 成 力 」 と 1 Π 刑 法 ・ フ ラ ソ ス 刑 法
北 大 法 学 部 十 周 年 記 念 法 学 政 治 学 論 集
「 決 定 論 と 非 決 定 論 」 な ど
「 刑 法 」 ( 総 論 ) ( 青 林 書 院 新 社 ) に 共 同 數 筑
「 傷 冉 』 な ど
「 刑 法 」 各 論  G 刷 木 冉 院 新 ネ D  に 共 同 執 筑
緊 急 、 避 難 と 法 益 の 権 衡 , 判 例 演 習 ( 刑 法 総 論 )
重 過 失 に よ る 失 火 と 延 焼 , 狼 藝 の 意 義
判 例 演 習 ( 刑 法 各 論 )
昭 和 3 2 年
昭 和 3 3 年
昭 和 3 5 年
有 斐 閣
有 斐 閣
有 斐 閣
青 林 浴 院 新 社
有 斐 閣
有 斐 閣
青 林 書 院 新 社
有 斐 閣
昭 和 3 8 年
法 定 的 符 合 説 刑 法 講 座 三 巻
刑 法 に お げ る 行 為 刑 法 基 木 問 題 三 七 講
昭 和 3 9 年
昭 和 和 年
不 作 為 犯 刑 法 諧 座 二 巻
集 団 犯 の 構 造 刑 法 誹 座 五 巻
非 行 少 年 の 処 遇 現 代 法 と 刑 罰
刑 事 責 任 と 刑 の 量 定
菊 井 先 牛 献 呈 論 集 , 裁 判 と 法 ( 上 )
昭 和 4 2 年
有 斐 閣
有 斐 閣
青 林 書 院 新 社
青 林 書 院 新 礼
有 斐 悶
有 斐 閣
有 斐 閣
判 例 時 報 刊 行 会
有 斐 閣
有 斐 閣
岩 波 書 店
有 斐 閣
?
昭和43年
昭和56年
不定期刑制度の意義と常習犯人の処遇矯正論集
刑法解釈論と存在論
井上博士還暦祝賀論文染,刑事法学の諸相(上)
刑法思想史の課題と方法
団藤博士古稀祝賀論女集第一巻
昭和58年
昭和25年
IV
昭和27年
昭和29年
昭和30年
文(紀要その他)
刑罰理論の反省
戸ーマ刑法史序説
近代刑法の原初形態
リスト書斉の窓
ゲルマソ古代刑法の性格
惜成要件
刑法第216条第2項の罪の成立要件
刑法改正に対する意見
事実の鈷誤と法律の錯'誤の区別
刑法改正に対する意見
刑法改正に対する意見書集
イギリスにおける児斎・少年保護法制
木村教授の「刑法総論」を統みて
昭和31年
矯正協会
昭和32年
昭和33年
有斐閣
有斐閣
昭和34年
昭和35年
法政研究17巻合併号
刑法雑誌3巻2号
刑法雑誌5巻2号
競合犯
改正刑法準備草案の総合的検討
因果関係の中断
米遂犯(不能犯・中止犯を含む)
騒優雛の描造的特質
団体行動権の行使と犯罪北海道地方労働委員会月報(15周年記念特集号)
昭和36年
北海道大学法学会論集7巻1号
法律時報321号
法律時帳310号
法学セミナー 3男・
有斐閣
法斗立七ミナー27号
法務省刑事局
更生保護100号
法学24巻1号
法律時帳7月号臨時増刊
法律時報369号
法律のひろぱ13巻10号
ジュリスト219号
?
?
4目 的 的 行 為 論 と 不 作 為 犯
抽 象 的 事 実 の 錯 誤
不 作 為 犯 に 霜 け る 作 為 義 務
概 括 的 故 意 と 因 果 関 係 の 錯 誤
因 果 関 係 の 錯 誤 と 概 括 的 故 意昭 和 3 7 年
犯 罪 白 書 を よ ん で
昭 和 3 8 年
社 会 的 相 当 性
昭 和 3 9 年
学 界 回 顧 一 刑 法
ヴ ケ 働 刑 法 と い う 特 別 法 域 は 成 立 す る か
昭 和 4 0 年
共 謀 共 同 正 犯 と 共 同 正 犯 の 本 質
誤 想 防 衛 学 説 展 望
刑 法 学 の 課 題
ピ ケ ッ ト と 威 力 業 務 妨 害 罪 の 成 否
故 意 の 体 系 的 地 位 ( ー )
昭 和 心 年
法 衛 寿 報 3 7 8 号
昭 和 U 年
法 学 セ ミ ナ ー 6 5 号
法 学 教 室 2 号
東 北 法 学 会 雑 誌 Ⅱ 号
法 学 教 宰 4 号
法 律 の ひ ろ ぱ 1 5 巻 9 号
法 学 教 室 5 号
昭 和 4 5 年
刑 法 学 説 百 年 史
少 年 法 改 正 満 2 0 年 を 力 か え て
朔 待 可 能 性 論 の 再 吟 味
監 獄 法 改 正 の 基 本 問 題
昭 和 4 7 年
法 律 時 帳 3 9 7 号
法 学 教 室 6 ・ 号
法 律 の ひ ろ ば 1 7 巻 2 号
不 定 期 刑 1 こ つ い て
過 失 犯 の 継 造 に つ い て
少 年 法 の 理 念 と 国 親 思 想
昭 和 5 2 年
行 刑 の 現 実 と 動 向
昭 和 5 3 年
ジ ュ リ ス ト 3 0 0 号
刑 法 3 5 条 と 途 法 阻 却 の 法 理
体 系 的 考 察 と 構 成 要 件 理 論 , 上 , 小
日 本 労 働 協 会 雑 誌 7 1 号
刑 法 雑 誌 H 巻 1 号
ジ ュ リ ス ト 3 1 3 号
体 系 的 芳 察 と 構 成 要 件 理 論 , 下
刑 政 8 0 巻 7 号
研 修 2 6 1 号
法 律 の ひ ろ ぱ 器 巻 7 号
ジ ゴ _ り ス ト 4 0 0 号
刑 法 雑 誌 1 7 巻 1 ・ 2 合 併 号
司 法 研 修 所 論 集 四 号
刑 法 雑 説 江 8 巻 3  ・  4  合 併 号
刑 政 8 3 巻 1 0 号
研 修 3 4 5 号
法 学 4 1 巻 2 号 , 3 号
法 学 4 1 巻 4 号
昭和32年
V 判例批評
昭和33年
改正前の自転車競技法に所謂勝者投票券発売類似行為の意義
警察研究28巻5号
日米安全保障条約3条に基く行政協定17条3項⑧「公務秋行中」の意義
符察研究29巻1号
ト交付行為および不当貸付行為と横領罪背任罪の成否頭金リ ノ、、^
判例評論17号
法律時・帳5月号臨時増刊
法律時帳2打号臨時増刊
鉾察研究31巻4号
判例評論27号
ジュリスト200号記念判例百選
昭和34年
司法研修所論集62・号
昭和35年
判決の意義と適正内容条項
憲法解釈の本質からの逃避
団体行動権の行使と認められない一事例
酷却連転による事故責任
不法領得の意思
ジニリスト208号無届集団示威運動処罰の迎憲性
判例評論U号水継的共同正犯成立の範鵬
法律時報391号自動車検捌と公務執行妨筈罪の成否
愈法判例百選死刷と残虐な刑罰
憲法判例白、選無期懲役と残虐な刑罰
刑法判例百送不作為による放火
刑法判例百選死刑の合憲性
刑法判例'選窃盗罪における事実上の支配の奪取
刑法判例百選不動産の二重売買と横領
ソトが威力業務妨害を構成しない事例(三友炭破事件)ピケ
刑事訴訟法判例百送付特別刑法
改訂判例百選
判例評論袷号
判例評論124号
昭和36年
昭和釘年
昭和38年
5
昭和39年
昭和40年
昭和"年
不法領得,のえ獣思、
刑法における死者の占有
公務員の争議行為と遜法性
「限定解釈」の刑法的意義
正当防衛における急迫性と防衛意思
昭和48年 ジュリスト536号
昭和54年
6昭 和 1 7 年
昭 和 2 3 年
昭 和 3 8 年
随 筆 ・ 随 想
V I
人 問 の 白 覚 東 高 第 3 号
イ ェ ー リ ソ グ 像
「 裁 き は 終 り ぬ 」 雑 感
東 京 高 等 学 校
九 州 大 学 新 聞 復 刊 1 号 昭 和 船 年 3 月 2 0 日 , 2 7 0 号
昭 和 3 7 年 度 東 北 大 学 法 学 部 卒 業 記 念 文 集
フ ブ ウ ス ト の テ ' イ レ ッ タ ソ テ ィ ズ ム
畔 美 群 」 劍 刊 号 東 北 大 学 法 学 部 萩 法 会
内 乱 罪 と 情 操 の 倫 理
刷 法 講 座 第 5 巻 拓 芯 座 の 周 辺 」 有 斐 閣
群 集 心 理 に つ ぃ て
「 罪 と 罰 」  2 巻 1 号 日 本 刑 亊 政 策 研 究 会
刑 法 と 艾 学
青 林 通 信 第 9 ・ 号 ( 荘 子 邦 鄭 . ・ 刑 法 総 論 「 し お り D  青 林 書 院 新 社
随 想
法 経 1 9 7 3  仙 台 法 経 専 門 学 校
随 想 一 ー フ プ ウ ス ト に お け る 生
法 学 基 木 書 案 内 日 木 評 論 社
エ ド ア ル ド 君 の 「 死 」
東 北 大 学 学 報 9 7 6 号 ( 昭 和 5 3 年 2 月 ] 日 )
「 法 は 不 可 能 を 強 い る む の で は な い 」
法 学 セ ミ ナ ー 昭 和 5 1 年 1 月 1 日 号 , 巻 頭 言 日 本 評 論 社
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昭 和 3 9 年
「 安 楽 死 」 雑 考
「 思 い だ す ま ま 」
碕 っ が 著 書 を 語 る 」
「 巻 頭 の 言 」
思 想 の 「 再 生 」
随 想
昭 和 " 年
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昭 和 5 3 年
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